
学校設定科目（日本語指導）におけるICT活用

活用場面例

〇「日本語Ⅰ」（主に高等学校１年生を対象）
 

〇 「日本語Ⅱ」（主に高等学校２年生を対象）

ICT活用のメリット

自分の考えを
まとめる場面

発表の場面

情報を整理
する場面

共有・発表の
場面

・絵や図、動画等を用いやすく、日本語による表現の補助として視覚情報を使用することができる。「聞き手」／「読み手」ど
ちらの立場の生徒にとっても理解しやすくなり、互いの考えや思いを伝え合う力の育成につながる。

視覚情報を使いやすい

取組みやすい

・外国人生徒等にとって「書く」ことは難しく、「伝えたい」ことがあっても伝えることが困難な生徒が多い。ICTを活用する
ことで「書く」ことへのハードルが下がり、写真や映像等も用いて、アウトプットをスムーズにできるようになり、自分の考え
や思いを伝える力の育成につながる。

岐阜県提供

〇活用したソフトや機能
【動画編集ソフト】
【学習支援ツール】
【プレゼンテーションソフト】

「自分のルーツ」をテーマとした単元で動画編集ソフト（ビデオエディター）を
使って、自分を紹介する音声入りビデオ（３分程度）を作成。

「生きがい」をテーマとした単元で、社会人へのインタビューで得た情報を学習
支援ツールを使って整理し、新聞を作成。

多読活動の時間に読んだ本（日本語）のあらすじを学習支援ツールを使ってまと
める。

「高校生と大人」の単元で、教員へのインタビューを日本語で入力し、学習支援
ツールを使って共有。その後、各グループのデータを表やグラフにまとめてプレ
ゼンテーションを実施。

【読んだ本のあらすじ】



学校設定科目（日本語指導）におけるICT活用

指導例(情報を整理する場面）

〇単 元 目 標：「生きがい」について社会人にインタビューし、新聞にまとめることを通して情報を的確に
 収集し、自らの考えを積極的に表現する力を身に付ける。

〇対 象： 高等学校１年生

〇単元の流れ：

〇使用教材等：学校独自プリント

岐阜県提供

導入

準備

インタビュー

編集

共有・発表

メモをもとに、インタビューで聞き取った内容を学習支援ツールを
使って整理し、新聞にまとめる。
※授業担当者は、生徒一人一人の進み具合を確認し、助言する。

作成した新聞は学習支援ツールを使ってクラスメイトと共有し、新
聞を見せながら、自分の考えを発表する。

【作成した新聞記事】

社会人から聞きたいことを考え、質問をノートにまとめる。

自分にとっての「生きがい」について考え、クラスメイトと話し合う。

社会人へのインタビューをした内容をノートにメモをする。
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